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結城英雄
経済
ブルームの仕事
ブルームは午前９時に家を出発した後，徒歩の他，市電，馬車，鉄道などの交通機関を利用しダブリ
ン市内を放浪する。時間にして約１７時間，移動距離は約３０キロにも及ぶ。そしてこの間，彼は市内で
種々様々な光景を目にする。酒場で無為に過ごす人々から仕事に忙殺されている人々まで，死んだよう
な趣の通りから艶やかな商品で人目を誘う通りまで，スラム化した住宅から壮麗な建物まで色々ある。
さらに市電や馬車などの雑音，あるいは工場や店の匂いなども，彼の感覚を刺激したことだろう。木曜
日には港へ移動する牛の群れなどの風物詩も見られたし，夜にはまた別の顔ものぞいていた。
そんな一日の昼食時，ブルームはダブリンの銀座通り，グラフトン通りを国立図書館へとそぞろ歩き
ながら，ブラウン・トマス絹織物店の「つややかな絹，細い真鎌の棒にかかっているペチコート，平くっ
たい絹のストッキングの輝き」（8.631）に心惹かれる。消費文化の到来した時代のこと，ショーウィン
ドウは通行者の視線を蝿惑し，欲望を喚起するような設定になっていた。数ヶ月先の９月８日が妻モリー
の誕生日で，彼は「絹のペチコート」（8.1061）をプレゼントしようかと思う。少々気になるプレゼン
トであるが，「運が向いてきた」（8.1057）らしく，彼には「５ギニー」（8.1059）の収入も見込まれてい
る。
プルームの仕事は新聞の広告取りで，契約の更新や新規の契約の獲得をこととしている。彼のこれま
での仕事は，父親を継いで始めた行商を振り出しに，服地店，文具店，出版社，家畜商，保険会社など，
いずれも外交が中心で，広告取りというのは彼に似合いの仕事のようだ。本日６月１６日，彼はアレグ
ザンダー・キーズという酒商の広告をまとめることに熱心である。広告のアイディアを考え，印刷所監
督のナネッティに褐iliRの可能性を打診し，そして酒商と実際に商談し，妓後に酒商の意向と編集長との
間の折衝という一連の手続きが必要である。彼が国立図書館を訪れるのはその図案探しのためである。
歩合制で，成功すれば２ポンド８シリングの収入が与えられる。またプレスコット染物工場の更新が可
能なら，さらに２ポンド１５シリング入る。「５ギニー」はその合計額である。
しかし，本当に「連が向いてきた」のだろうか。モリーの不満の多くがプルームの収入の少なさに起
因しているように，彼の仕事は豊かな生活を保障するものではない。それは広告取りという彼の職業の
問題であると同時に，その職業に集約されるダブリンの経済事情によるものでもある。そもそもブルー
ムの職業の背景には，それを包み込むブラウン・トマス絹織店のような大手の資本が存在していた。そ
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うしたダブリンの経済に目を向けながら，ブルームの状況を検討することにしたい。
商業都市ダブリン
ダブリンは，アイルランドの首都であり，文化の中心地であった。総督府司令下の数々の行政機構が
並び，トリニティ・コレッジなど多くの教育機関が林立し，銀行，保険会社，株取引所など金融事業が
集中し，鉄道会社など主要な産業の本部が群がり，法律，医学，会計，工学など専門職に携わる市民で
溢れていた。議会を除きロンドンにあるものはすべダブリンにあると言われていた。
同時にダブリンは，その立地条件から，アイルランドとイギリスの製品の流通の中継点としての役割
を担う商業都市でもあった。リヴァプールとの連絡船でイギリスと連結し，市内から放射線状に広がる
鉄道でベルファスト，コーク，ゴールウェイなどとつながっていた。牛，羊，豚などの家畜や酒といっ
た輸出品，石炭，粉，小麦といった輸入品の流通経路であり，各種の製品を販売するために国内外を往
来するセールスマンや実業家の停泊地でもあった。
こうしたダブリンの経済的な立場を象徴しているのが「港湾管理局」（8.109）であった。オコネル橋
を渡ってすぐのリフィ川南岸，ウェストモアランド通りとアストン河岸の交差する角に位置している。
一部のカトリックを除き，支配者階級のプロテスタントに独占された職場（｢死者たち｣）で，1867年
以降，港，積荷，関税の管理にあたっていた。イギリスとの交易を司る重要な機関である。その建物の
上にはダブリン標準時より２５分早いグリニッジ標準時を示す時報球があり，午後1時（ダブリン標準
時では１２時35分）におりる仕組みであった。ブルームはその時計を見て「1時すぎだ。港湾管理局の
時報球がおりているから」（8.109）とつぶやいている。
この当時のアイルランドでの－人あたりの収入は，豊かな北部を除いても，ヨーロッパで第１０番目，
世界で１５番目に位置していた。フランスやオーストリアよりほんの僅かに遅れながらも，イタリア，
日本，ノルウェイよりも豊かで，ヨーロッパの平均であった。こうした統計で推測する限り，貧しい農
業国というアイルランド観は修正されなければならないし，ダブリンはかなり豊かな都市だったと推測
してもよさそうだ。
ホテル/銀行/商店街
市内に目を向けてみるなら，まずホテルが多いことに気づく。100以上もあった。『ユリシーズ』で
はシップ，シティ・アームズ，グローヴナー，ジュリア，モイラ，テンペレンス，スター．アンド・ガー
ター，クラレンス，ドルフィン，オーモンド，ノース・スター，プレイズン・ヘッド，ウィンなど，
『ダブリンの市民」ではシェルポーン（｢レースの後で｣）やグレシャム（｢死者たちL『若い芸術家の
肖像』ではマリーン・ステイション，ウィックロー，アデルフィ，メイプルなどへの言及がある。
これらのうちで有名なのはシェルポーンとグレシャムである。前者はスティーヴン・グリーンに面し
た高級ホテルで，1903年のゴードンーベネット杯自動車レースに出場した大陸の選手たちが宿泊（｢レー
スの後で｣）し，ブルームもそこに宿泊していたアメリカの貴婦人から使用ずみの下着を買ったことが
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ある。後者はオコネル通りに面する高級ホテルで，ゲイプリエルが妻と宿泊している（｢死者たち｣)。
宿泊料金は朝食込みで１泊５シリング６ペンスから６シリング６ペンスぐらい，３食つきで1週間３４
シリングほどであった。逆に，安い宿泊施設としては下宿屋などもあった。ある下宿屋では，市民に間
貸ししているだけではなく，リヴァプールやマン島からの観光客やロンドンからのミュージックホール
の芸人一座に宿を提供し，さらには振りのアベックなどにも部屋を使用させていた（｢下宿屋｣)。
また金融の中心としてのダブリンには，支店を含め３０以上の銀行があった。主要なのはアイルラン
ド銀行，ヒベルニァ銀行，王立アイルランド銀行，ナショナル銀行，プロヴィンシャル銀行，ノーザン
銀行，アルスター銀行，マンスター．アンド・レンスター銀行などである。このうちでも中心的な存在
はアイルランド銀行で，コレッジ・グリーンをはさんでトリニティ・コレッジの向かいにあり，1801
年にウェストミンスターに併合されるまで，アイルランド議会として使用されていた。銀行員は知的労
働者とされ，それなりの経済力もあった。バゴット通りの私営銀行の会計係はドイツ語を読むことがで
きる（｢痛ましい事故｣）し，また「アルスター銀行コレッジ・グリーン支店の小心翼翼の会計次席」
(14.1324）は，本日，９人の子持ちとなる。
商店も多かった。早くも怪物店と呼ばれる百貨店が誕生していた。1851年に開催された世界万国博
覧会のために設営された，ロンドンの「水晶宮」（14.403）の政治学がその背景にある。一同に商品を
展示することの効果が認識されたのであろう。その一つはオコネル通りのクレアリー百貨店である。パ
リの「Ｂ・マルシェ」（18613）に先駆け，１８５３年の大産業展覧会の開催に合わせて開店した。ブルー
ムはそのサマーセールの看板を目にし，またそのサマーセールで麦藁帽子のモール糸を買った娘に魅惑
される。もう一つの大手はピム百貨店で，南グレイト・ジョージ通りにあった。自慢できるほどの職場
であり（｢二人の伊達男｣)，実際，多くの娘がこの店で働いており（｢イーヴリン｣)，文学者のジョージ・
ラッセルはその何人かを神智学の集まりに誘っている。
銀座通りと呼べる繁華街は，グラフトン通りやナッソー通りであった。プルームは「イェイッ父子商
会」（8.552）の前からグラフトン通りに入り，そしてブラウン・トマス絹織物店のショーウィンドウの
花やかさに誘惑されたのである。モリーが買物客の女性の尻を触る変態男を見かけたという「スィッァー
の店」（18.1045）も，このグラフトン通りに位置する服地や仕立の百貨店であった。自伝『七つの冬』
によると，小説家エリザベス・ポーエンも，この通りで買物を楽しんだらしい。隣接するナッソー通り
にも高級な店が多かった。
市場もいくつかあった。1つは南グレイト・ジョージ通りの南市場で，1881年に開かれた。この付近
からグラフトン通りにかけて，買い物客で賑わっていた（｢二人の伊達男｣)。もう１つはオーモンド市
場である。ここは魚と肉を商い，プルームはオーモンド・ホテルを出た後，待ち合せ場所のバーニー・
キアナン酒場の近くにあるため，知人と会う前にそこの魚を覗いている。市場の方が小売店より安く，
倹約のために市場で買物をする市民も多かった（｢アラビー」・「イーヴリン｣)。
原則として日曜日は閉店し，木曜日も早く閉まった（15.331-2)。そんな夕暮，市民たちは街をそぞ
ろ歩き，ウィンドウ・ショッピングを楽しんだことだろう。「二人の伊達男」の冒頭部にはそんな様子
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が描かれている。
日曜日の休息のためにシャッターが下ろされた通りには，華やかな色彩の群集があふれている。照
らし出された真珠のように街灯が輝き，高い柱の頂きから下の人間模様の上に光を投げかけている。
その模様は形と色をたえまなく変え，暖かい灰色の夕暮れの風の中に，変わることのない，たえま
ないつぶやき声を送り上げている。
交通機関
商業都市として，ダブリンのめざましいところは，交通機関の発達である。ブルームが３０キロもの
距離を移動ができたのも，交通機関のおかげである。その内訳は徒歩で１３キロ，市電，鉄道，馬車で
１７キロといったところである。新旧の交替期にあった。この変化が時間や空間に対する知覚に影響を
及ぼすことになる。
旧来の交通手段は馬であった。1904年当時，辻馬車と二輪馬車は，それぞれ656台と1030台で，年々
減少していたが，それでも「馬の街」であった。そのため馬糞が路上に散乱していた。馬車のうちで最
も一般的なのが二輪馬車で，ポイランもモリーを訪ねるときに使用している。「ジングル」はモリーの
ペッドの音（4.59）であるとともに，彼の二輪馬車の音（11.212）でもある。現在のタクシーのように
料金も決まっていて，『トム編ダブリン市住所人名録』に細かく記載されていた。そのため，駅者たち
が休息するための駅者溜りもあった。
市電も発達しており，ダブリンがヨーロッパで唯一誇れる，近代的な設備でもあった。当初は軌道の
上を馬が引く鉄道馬車であったが，1896年３月１６日から1901年１月１３日にかけて，２階建ての電車
に切り替わった。ガードをくぐる都合から，１階建ての小さな電車も一部あった（｢対応｣)。これらの
電車は，リングズエンドの発電所（ピジャンハウス）から補給される電気により，オコネル通りのネル
ソン塔を起点として，ダブリン四方５０マイルを網羅した。本数も多くなかなか便利であった。ポール
ズブリヅジからネルソン塔までの路線は５分間隔（｢土｣)，ドニープルック行きは１０分間隔であった
(｢二人の伊達男｣)。料金は区間で定まっていて，１区間１ペニーほどであったが，速度は時速１２．８キ
ロメートルで，馬車の方が早いこともあった。運営は３社合同の「ダブリン合同市電会社」（7.6）によ
る。交通機関の役割にくわえ，商品の配達も請け負い（10.314)，今日の宅配のような業務も行ってい
た。
自動車はまだ珍しかったが，1901年にアイルランド自動車クラブができ，早くも1903年には，国際
的な自動車レース，ゴードン・ベネット杯自動車レースが開催されている（｢レースの後で｣)。その結
果，1904年４月の自動車保有台数は５８台にすぎなかったのに，1905年９月には147台へと飛躍的に増
えている。人々が1904年６月１７日にドイツで開催されるゴードン・ベネット杯自動車レースを話題
(6.370）にするのは，そうした時代を背景にしてのことだろう。法定速度は３６キロメートルであった。
タイヤの原料のゴムと帝国主義の搾取が表面化するのも間もなくのことである。
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自転車の普及も見逃すことはできない。自転車泥棒が横行し始めた時代である。ブルームは娘ミリー
に会いに行くのに「安全自転車」（6.446）を借りようかと思案している。また農業共同組合で働く文学
者，ジョージ・ラッセルは，自転車で各地を回っただけではなく，市内でも自転車を利用していた。自
転車でガールフレンドを訪ねる少年もいたし（13.135)，ブルームの娘ミリーのように自転車の後部
(18.1026）に乗せてもらうこともあった。このように自転車は一般に普及し，1904年６月１６日の「イ
ヴニング・テレグラフ」紙では，点灯時間が午後９時１７分と報道されていた。
さらに，ダブリン内外の交通としては汽車もあり，市内から放射線状に広がっていた。アイルランド
での鉄道敷設は，イギリスでリヴァプールとマンチェスターの間に初めて鉄道が開通してから４年後の
1834年のこと，ダブリンとキングズタウンの６マイルを結んだ。その後の鉄道の歩みは緩やかであっ
たが，1904年までには，ダブリン市内にはハーコート通り駅，ウェストランド通り駅，北岸壁駅，ア
ミアンズ通り駅，プロードストン駅，キングズ橋駅の計６駅があった。アミアンズ通り駅からは北アイ
ルランドへ，プロードストン駅からはゴールウェイヘ，キングズ駅からはリムリックやコークへ通じて
いた。スティーヴンは彼の父サイモンの郷里のコークヘ夜汽車で出かけている（『若い芸術家の肖像』）
が，そのときの所要時間は７時間余，時速４８キロメートルであった。
運河も交通手段として利用されていた。南北の迎河は内陸を西部のシャノン川まで迎結していたので
ある。コンミー神父がロイヤル運河のチャールヴィル散歩道の木々の下で見受ける「泥炭運搬用艀」
(10.101）は，運河を利用した迎搬の好例である。しかし泥炭迎搬用艀に「曳き馬」（10.102）が乗って
いるように，運河は必ずしも便利ではなかった。馬は上りに使用するだけではない。プルームが「藻の
繁った水底を淡淡する計画」（17.1725）を想像しているように，藻が繁茂していたためでもある。
交通機関との関連では市内の舗装に問題があった。銀座通りと呼ばれるグラフトン通りは御影石で舗
装（8.618）されていたが，一般的には砕石などによって整備され，時には木材を伏せ，また－部では
コンクリートも使用されていた。ダブリンは都市としてそれなりの交通量があったにもかかわらず，整
備は十分ではなかったのである。特に，雨あがりなどに砕石が剥きだしになったりしていた。
ガス/電気
ガスや電気の設備も取り入れられるようになった。職場で仕事をしながら，ある男は「夕暮がせまっ
ている……もうすぐガス灯がともされるだろう」（｢対応｣）とつぶやく。また海岸でたたずみながら，
ある娘は「そろそろ街灯をつけてまわる点灯夫が……あの街灯にも灯をともす」（13.629）と思う。市
内の照明にはガス灯が使用され，夕方には点灯夫が点灯して回っていた。２人の人物はその光景を思い
描いているのである。皮肉にも，薄暗い通りで壊れかけた建物にガス灯が照らされると不気味であった
のか，チャールズ・ロバート・マチューリン，ジョーゼフ・シェリダン・レ・ファニュ，プラム･ストー
カーなどに恐怖小説を書かせたとも言われている。ガスはグレイト・プランズウィック通り１１０番地に
ある，「ガスエ場」（6.121）で石炭から製造されていた。
電気の敷設は１８８１年から市長公邸や公邸のあるドーソン通りから始まり，その後グラフトン通りや
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オコネル通りへと広がり，1899年には８１のアーク灯があった。自動車競争に参加した人たちの宿泊し
ているシェルポーン・ホテルでは，「蝋燭型の電灯」が居間を照らしだしている（ルースのあとで｣）
が，ゲイブリエルが宿泊するグレシャム・ホテルでは電気が故障している（｢死者たち｣)。電気はまだ
それほど普及していたわけではない。1904年の電気の消費者は650人であった。電力は市内のフリー
ト通りの「発電所」（10.822）で生成されていたが，ほどなく郊外のリングズエンドの「ピジョンハウ
ス」（3.160）という発電所から供給されるようになった。
ダブリンの文学者ジョン・エグリントンは，早くも1898年，近代性の前触れとしての機械文明を礼
賛し，「現代の叙事詩は蒸気機関や発電機であり，その杼情詩は映画や蓄音機などで，これらは同時に
人間の心も生み出している」と述べている。過去のヴィジョンに人類の本質を読み取ろうとするＷＢ・
イェイツたちにとり，オコネル通りの電車のネオンサインは「アルマゲドン」（17.2056）と映じていた
かもしれないが，電機の普及は交通機関の発達と軌を一にして新しい時代を予知するものであった。
郵便/電信/電賭
そうした時代を反映してか，通信網も整備されていた。郵便事業の中心はオコネル通りの中央郵便局
である。ダブリン市の距離はすべてこの郵便局を起点として計測されている。地理的にもダブリン市の
まさしく中心であった。内部のクーフリンの彫像が物語っているように，中央郵便局は１９１６年の復活
祭蜂起の拠点にもなった。入口にはイオニア式の６本の円柱が立ち，人目を引いている。また屋上には
像が３つ（マーキュリー，ヒペルニア，フィデルティ）立ち並んでいて，それらは１２使徒像の３像で，
残り９像は中で郵便の仕訳に忙しいと言われていた。
市内では平日の郵便の配達は午前７時，正午，午後２時20分，６時１０分，８時と５回行なわれ，日
曜日の配達は１回で午前８時１５分ころであった。重要な郵便物は午前６時と午後６時10分に中央郵便
局を出発した。そのため「郵便のように正確に」（｢死者たち｣）という言葉が生まれ，「郵便箱」（4.286）
遊びが流行するなど，郵便事業には信頼が置かれていた。ブルームの家に６月１６日の午前８時ころミ
リーとポイランからの郵便が届くが，ミリーからの郵便はマランガーで彼女の１５日の誕生日の祝いの
御礼として前日に投函された模様であるし，ポイランの手紙は早朝に投函されたと考えられるだろう。
またプルームが目撃する「午後９時の郵便配達」（13.1170）は１日の最終の配達である。
市内には３０以上支局があり，日曜日を除き，午前８時から午後８時まで開いていた。ブルームがそ
の前を通るロジャーソン河岸郵便局，マーサとの文通に利用するウェストランド通り郵便局，モールズ
ワース通り郵便局，マーサヘの郵便為替を送る上オーモンド河岸郵便局などがある。郵便局には「時間
外郵便受け」（5.53）があったし，郵便ポストもあり，そこに投函することもできた。ちなみに，イギ
リスからの郵便はキングズタウン港を経由した。郵便船は毎日午前と午後のそれぞれ８時１５分にキン
グズタウン港をホーリーヘッドへ向けて出航していたので，ホーリーヘッドからの到着はそれ以前と考
えられ，そこから市内に連ばれ（約１０分)，午前８時と午後７時に配達されていた。
電報も郵便局が取り扱っていた。1851年にゴールウェイとダブリン間に初めて電信が敷設され，そ
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の後1870年，郵便局が電信の事業を一挙に引き受け，１９世紀末にはアイルランド全土に電信網が張り
めぐらされた。スティーヴンはシップ酒場で彼の給料で飲もうと待つマリガンに，電報を利用して一杯
食わせる。ただし，電報を扱えるのはサー・ジョン・ロジャーソン河岸郵便局，スティーヴンがマリガ
ンに送るのに利用したらしいコレッジ・グリーン郵便局を含め，全体の半数であった。
電話も郵便局で扱っていた。電話の普及は電報より緩やかで，1880年にデイム通りに電話交換所が
設立された後，1888年に至っても３つの副交換所が追加されたに止まり，1920年代になっても消防署
や警察への通報，雑貨店への注文，レストランへの予約に使用されたぐらいであった。『ユリシーズ』
全体でも，新聞社でプルームがキーズの店にかける場面（7.672)，ポイランがソーントン花果物店から
自分の事務所にかける場面（10.336)，プルームが新聞社のクローフォードに市内のどこかからかけて
いる場面（15.807)，そしてプルームが公衆電話で悪戯している場面（15.3030）があるくらいだ。それ
以前には，ファリントンの勤務する職場（｢対応｣）やプルームがかつて住んでいたシティ・アームズ・
ホテルで使用されていたように，部屋同士をつなぐ「伝声管」（12.1568）があった。しかし電話の普及
はまぢかに迫っていた。
色槌せた都市ダブリンの産業
にもかかわらず，ダブリンはやはり「色槌せた都市」であった。近代的な設備はイギリスと関わるも
のがほとんどで，オコネル通りの西側はさびて「死んだような街並」（6.316）であったし，クリスマス
などの季節的な営業以外にも，定期的に手押し車を押しながら，もしくは大道そのものに商品を並べ商
う貧乏人も多かった。靴紐売り（6.231)，プラム売り（6.294)，新聞売りの少年（7.391)，林檎売り（8.69）
などが大声を上げ，マッチや花を売る少女たちの存在も哀れを誘っていた。
ダブリンが「色腿せた都市」と呼ばれる理由はいくつかある。帆船から汽船への切り替えに対応する
大きなドックの整備が立ち遅れ，また港と鉄道との連結が不便であったことにもよる。プルームも家畜
市場と港との迎結のまずさを嘆いている。こうした不都合が海港都市としてのダブリンの名を艇めてい
た。だがそれらは本質的な問題ではない。むしろ，1870年以降のヨーロッパ諸国の急速な近代化と軌
を一にして，自らの産業を発展させられなかったことが大きな原因である。ダブリンはアイルランドの
地方で必要な物資を供給し，イギリスへ輸出する製品を産出することで遅れていたのである。時代の流
れからとり残された都市ということになる。
実際，ダブリンにはギネス醸造会社（従業員約3,200人）やジェイコプ・ビスケット会社（従業員約
2,000人）を除き，見るべき産業はなかった。輸出もこれらの会社の製品が際立っていたぐらいである。
これら二大企業を除いたら，時代の流れに乗ったもの，取り残されたものなどを含め，地域的な小規模
の産業が肩を並べていたに過ぎなかった。小規模ながらも良好の産業は，ポプリン産業，マッチ，石鹸，
製本業，印刷業，肥料会社，煙草，鉄道と関連する機械産業，炭酸水，パンなどで，その多くは地域と
密着していた。
小規模の産業には競争を強いられながら，資本不足ために技術革新に遅れたものがむしろ多かった。
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ジョン・ジェイムスン，ジョン・パワー，ダブリン醸造所，フィーニックス公園醸造所などのウィスキー
産業は，ポットスチルからパテントスチルへの製法の変化に従えないばかりか，自社で埋詰していなかっ
たためにブランドを宣伝できなかった。リングズエンドを拠点としたガラス産業も廉価なイギリス製品
に押されたばかりか，石炭タンク法からジーメンス・ガス製法への転換が容易にできなかった。紡績，
服飾，靴製造なども機械化の波に影響を受けた。１９１２年に世界をうならせたタイタニック号を建造し
た「クィーンズ・アイランド」（17.1977）で有名なベルファストと比べ，ダブリンでは造船などの凋落
もはなはだしかったのである。
こうした産業の不振は経営者のみならず多くの産業労働者の生活をも脅かし，ひいてはダブリン全体
に暗い影を投げかけていた。たとえば，『ダブリンの市民」の「母」を取り上げてみよう。主人公ミセ
ス・カーニーは，娘を音楽家として世に出す晴れの舞台なのに，僅かな金のことをめぐりその好機を台
無しにしてしまう。読者には彼女がお金に執着する理由を推し量りかねるし，ミセス・カーニー自身で
さえ自分の行動を理解できていないのではないか。しかし金に対する彼女の執着にはそれなりの背景が
ある。夫のミス夕・カーニーの靴製造業はこれまで中流階級の立派な職業であったが，機械化の波や革
の流通の変化に見舞われ，将来性が危うくなっていたのである。彼女が金に執着するのは，金そのもの
よりも，こうした靴製造業者の妻としての体面からである。迫り来る不安が無意識に行動させてしまっ
たのだろう。
多くの未熟練労働者の存在も産業の停滞を暗示している。就労者は人口の約半数で，その３分の１が
未熟練労働者に相当していた。1901年の職業別の統計によると，専門職16,187人，召使22,183人，商
業20,390人，農業1,889人，産業74,245人となっている。専門職の内訳は弁謹士，医者，教師，公務
員，聖職者，尼僧などであるが，なかでも聖職者と尼僧の数が多い。召使の内訳は家事手伝いと雑役婦
である。中流家庭の多くが家事手伝いを雇っていたことを示す。商業の内訳は事務員・店員，荷車屋，
使い走りなどである。農業が少ないのは都市であるためである。産業の内訳は印刷屋，技師，建設，パ
ン屋，紳士服仕立屋，婦人服仕立屋・女裁縫師，石炭運搬人夫，工場労働者，その他諸々で，一番多い
のは一般労働者である。
経済の停滞をめぐり２つの意見が生まれた。ダブリンの経済の近代化を説くものと，逆に近代的なイ
ギリスに反旗を翻して脱イギリス化を叫ぶものである。前者は資本の調達や産業の振興を説き，後者は
民族主義運動を基礎にアイルランド独自の道を唱道した。経済と政治のいずれを重要視するかによる相
異であり，アイルランドの根本に関わる問題を孕んでいた。
政治の問題を無視しながら，資本の導入を唱える人は，「この国で必要なのは……資本だ……あの川
下の河岸のそばの工場を見てみるよ，遊んでるじゃないか！古い産業を，つまり紡績工場とか，造船
所とか，その他の工場を動かしさえすれば，どれだけの金が入ってくるか知れないぜ。欲しいのは資本
だよ」（｢蔦の日の委員会室｣）と語る。1853年の大産業展覧会の折には，レンスター・ローンにロンド
ンの水晶宮に倣った建物が設営された。また1865年にはダブリン国際展覧会がアールズフォートで開
催され，1872年にも工芸，産業，製造ダブリン展覧会が同会場で行なわれた。そして’907年にはアイ
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ルランド国際展覧会がハーパート公園で開催された。こうした展覧会にはイギリス王室も訪問しており，
資本の導入云々も荒唐無稽というわけでもない。
その一方，ダグラス・ハイドやアーサー・グリフィスたち民族主義者は，イギリス製品のボイコット
を宣言し，アイルランドの自立を説いていた。彼らは「共和制こそは最良の政体であります。国語の問
題には経済問題以上の比重を値<べきです」（8.465-6）と主張していた。特に，ハイドは「アイルラン
ドの脱イギリス化の必要性」（1892）において，イギリス化と近代化を同一視し，イギリスの文化の排
斥を力説した。そして西洋の文化を輸入し，自らのアイデンティティを放棄した日本を悪しき例として
挙げている。
労働時間/賃金/労働運動
このような経済状況を背景にしてか，酒場にたむろし，無為に過ごす市民の姿が目立つ。プルームも
葬式に出席したとはいえ，仕事らしい仕事はしていない。そもそも，ソビエト連邦では，無為に１日を
過ごす市民を描いているという理由で，1934年，『ユリシーズ』の出版を拒否したことがある。仕事よ
りも駄弁が，室内よりは市街の描写が支配的である。だが，市民のすべてがぶらぶらしているわけでは
ない。郵便局員，植字工，図書館貝，肴誕婦，電車や汽車の運転手など忙しく働いている人も多い。職
種による労働時間の相異もあったのである。一般的には，労働時間が長く賃金が少ないのは未熟練の仕
事で，労働時間が短く賃金が高いのが専門職である。
労働者階級の週平均労働時間は６０時間ほどで，平日は午前６時から午後６時まで，土曜日は午前６
時から午後３時までであった。２月から１１月までの「夏期」と１２月から１月の間の「冬期」では多少
の相違がある。また５４時間ほどの職場もあれば，１００時間も働かせる鉄道会社もあったし，ポーラン
ド製パン会社のように午後８時から午前８時までという変則の仕事もあった。賃金も熟練で週給２５か
ら３５シリング，未熟練はその半分の１５から２２シリングほどで，女性はさらに低かった。ギネス醸造
会社のように数々の特別手当を支給する会社もあった一方，労働条件も厳しく，事前の連絡もなく解雇
する会社もあった。
逆に，中流階級，とりわけ専門職に携わっている人の労働時間はゆったりとしていた。午前１０時過
ぎに出勤し，午後４時過ぎには退社するのが普通であった。私営銀行の会計係のミス夕・ダッフィはま
さしく「4時」に退社（｢痛ましい事故｣）し，大学教師のゲイブリエルは授業が終わると河岸にある古
本屋めぐりをする（｢死者たち｣)。また『フリーマンズ・ジャーナル』の編集長，ウィリアム・プレイ
デンは午後に出社し，ダブリン市の式典長のジョン・ハワード・パーネルは議会に出席せずにダブリン
製パン会社の喫茶室でチェスをし，市裁判所判事のフォーキナーはフリーメイソンのクラブへ出かけて
いる。これらの人々で年収３００ポンド以下の人はいない。
要するに，ダブリンの経済の最大の問題は，他の国々の場合と同様，貧富の格差にあった。富が平等
に分配されなかったばかりか，職業もほとんど世襲的で格差も再生産されていった。子供が父親と同じ
職業に就く割合はかなり高く，たとえば未熟練労働者の子供で事務職に就く割合は３％に過ぎない。弁
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護士や会計士の見習いになるには１５０ポンドの謝礼金が必要であったし，銀行などでは紹介状と１００ポ
ンドの保証金の他に厳しい試験があった。
こうした格差から１９１３年に大きな労働連動が展開する。ジム・ラーキンを指導者とする運輸・一般
労働組合と，一方のウィリアム・マーチン・マーフィを領袖とするダブリン雇用者連盟との８ヶ月に及
ぶ対決であった。ラーキンたちは組合員に職場の放棄を説き，マーフィたちは組合員の解雇を宣言した。
結局，労働者たちは飢えに兇舞われ敗北するが，このストライキは，規模とその後の影響力においても，
これまでのものと比較にならなかった。労働者たちが自分たちの立場を自覚し，有識者たちも彼らの窮
状を理解するようになった。１９１６年のイースター蜂起，さらに1922年の自由国の成立へ続く一連の展
開はこのストライキに参加した勢力によるところが大きい。オコネル通りでは，本日，「もしもし，中
央郵便局！」（7.1042）という呼び声に続いて，路面電車の立往生が語られている。1913年の市鬮ロッ
クアウトを暗示しているように思われる。
質屋/移民
経済的な苦況は４０軒もの質屋の存在に象徴されていた。質屋は入口に３つのポールの看板があるの
ですぐわかる。ダブリンの人々は毎週月曜日か火曜日に質入れし，土畷日に受け出していた。質屋は貧
乏人の銀行と言われ，なかなか便利であった。利子は1ヶ月１ポンドにつき５ペンス（2％）と少なく，
年利でも２５％であった。質屋は便利で，食物に窮してシーツまで質入する人もいたが，店員も大変で，
しらみがたかろために，家に帰っても服を瀞替えてからではないと，中に入れてもらえなかったとの冗
句もあった。
『ユリシーズ』では上ガードナー通り３９番地で質屋を経営するマギネスが登場する（10.61)。法廷弁
誕士のＪＪ・オモロイは，スラム街のフランシス通り125番地のカミンズ質屋で，金時計を匿名で質入れ
している場面を目撃されている（121026)。スティーヴンの家でも偽名で質入し，質草が箱に入れられ
ている（『若い芸術家の肖像』)。また『ダブリンの市民』のではファリントンが酒代ほしさにフリート
通り４８番地のテリー・ケリー質店で時計を質入している（｢対応｣)。
移民もダブリンの貧困の指標である。ダブリンから他所へ移民する人の数は1904年には約1,000名
であった。ベルファストやイギリス本土だけではなく，アメリカ，カナダ，オーストラリア，ニュージ
ランド，あるいはプエノス・アイレスなどへも移住していた。イーヴリンの隣人のウォーター家（｢水」
を暗示）はイギリスへ帰り，彼女の父親の学校友達である司祭はメルボルンに渡り，彼女に求婚するフ
ランクはプエノス・アイレスに定住している（｢イーヴリン｣)。「移民詐欺」（16.1241）などの問題もあっ
た。
逆に，市民は大陸から亡命してきたユダヤ人や，出稼ぎのイタリア人などの移民には過敏な反応をし
た。いずれも少数で，市の南郊に小さなコロニーを形成したに過ぎなかった。それでも，ユダヤ人の移
住について「国家の生命力を食らいつくす」（2348）といった過激な議論を唱える人もいたし，また大
道芸人のイタリア人に向かって「イタリア野郎め！こんなとこまで渡って来やがって！」（｢イーヴリ
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ン｣）と外国人嫌いを顕わにする人もいた。
金への執着
したがって，金に懸かれていた市民も少なくなかった。プルームはミセス・ブリーンと立ち話をしな
がら，「この連中が６ペンスでもなくすと大騒ぎだ。驚天動地。亭主がどなる。月曜日におれがやった
10シリングはどうしたんだ？おまえの弟の家族でも養っているのか？」（8.241）と彼女の生活を想像
している。『ダブリンの市民』では，事実，ミセス・カーニーのようにお金に執着している市民が多い。
｢アラビー」では叔父がバザーへ出かけるための金を「ぼく」に出ししぶり，「イーヴリン」ではイーヴ
リンが父親から食費をもらうのにさえ苦労し，「二人の伊達男」では２人の男が女中に金を盗ませ，「小
さな雲」では詩が書けないのを家具の月賦にかこつけ，「対応」では小銭を気にしながら飲み，「土」で
はマライアが小額の財布をにぎりしめている。
スティーヴンも無頓着そうでありながらやはり金に細かい。そもそもマリガンとの確執は金によると
ころが大きい。そして彼はディージー校長から紙幣２枚，金貨１枚，クラウン銀貨２枚，シリング銀貨
2枚，計「３ポンド１２シリング」（2.222）の給料を受け取りながらも，「この一握りじゃどうしようも
ない」（2259）と返済を拒み，「５か月だ。分子はすっかり変わる。ぼくはもう別のぼくだ。別のぼくが
１ポンドを手にした」（9.205）と諭弁を弄してラッセルからの借金を踏み倒そうと算段する。また彼は
図書館でのシェイクスピア諭を「１ギニー」（9.1085）で売り込もうとする。さらに彼は，貧困に苦しみ
ながらも向上心のある妹を前に，「こいつは溺れかけている。呵責。助けてやれ」（10.875）と思いなが
らも，お金を与えようとはしない。彼の語る「プラムの寓話」（7.1057）の２人の老婆も小銭に細かい。
プルームも例外ではない。彼はジョー・ハインズに３週間前に貸した「３シリング」を返済してもら
おうと躍起になり，酒による営利を計算し，１日の収支決算まで作成する。吝簡というわけではない。
彼は鴎に「１ペニー」（8.75）のパンベリーケーキを投げ与え，ディグナムの遺児のために「５シリング」
(10.974）寄付している。またユダヤ人だからというわけではない。彼は金貸しのルーベン。Ｊを「見さ
げ果てたユダヤ人の典型」（8.1159）と呼び，父親の「今日は２枚目の半クラウン銀貨まで無駄にしおっ
て」（15.253）との言葉に怯えている。彼が経済的人間であるとしたら，それは，他の市民と同様，生
活にゆとりがないためである。
店員であるイーヴリンの週給が「７シリング｣，写真屋見習いのミリーの週給が「１２シリング６ペン
ス」（4.425)，スティーヴンも週給で「１６シリング」である。プルームの収入もことさら多いわけでも
ない。モリーが愚痴るが，細かくならざるをえない。ベーコン，パン，じゃがいも，オートミールとい
う主食を買うのさえ十分ではない人もいた。人々がペンスに，シリングに，ポンドに懸かれるのも故な
きことではない。ちなみに，当時の貨幣単位としてはペンスが最小単位で，１２ペンスで１シリング，２０
ペンスで1ポンドである。またフロリン銀貨は２シリング，クラウン銀貨は５シリング，芸術家たちへ
の支払いなどに使用されるギニーは２１シリングであった。
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広告
こうしたダブリンの経済事情を最も雄弁に物語っているのは，広告取りというプルームの職業である。
彼は広告取りとして，ｌ日中広告につかれ，広告についてあれこれ批判めかした眼ざしを向けている。
街にはビラ，掲示板，貼紙，サンドイッチマン等を含めて広告が氾濫している。とりわけ，プラムツリー
社の瓶詰肉，キーズの広告，エップス社のココアなど物語のテーマとさえなっている。
だが彼の目に入る広告のほとんどが英国の製品である。ダブリンにはギネス・ビールやジェイコプ・
ビスケット会社を除いてたいした産業もなく，広告の大方は英国製品である。クラウン・ダービー社の
磁器，キャントレル.アンド・コクラン商会のジンジャーエール，ペア社の石鹸，ブランサム・コーヒー，
エップス社のココアなど，アイルランドがイギリスに隷属していることを示していよう。広告は思いも
かけぬ場所に浸透し，アイルランドを無意識に植民地化していた。
広告業においても同様である。1904年当時，広告業はイギリスの専門的な代理店が取り仕切ってい
た。その数は何百と言われ，専門のコピーライターと情報通のセールスマンを抱えていた。ギネスの広
告もロンドンの代理店に任されていた。広告は経済の複雑な編目に組み込まれ，一人の広告取りの奇想
に委ねるような時代ではなくなっていたのである。それに比べ，プルームの仕事は地元ダブリンの需要
にこたえた時代遅れのものであり，植民地としてのアイルランドの立場を示唆する周縁的な役割でしか
ない。ブルームの広告取りとしての職業を通してアイルランドの経済事情が暗示されていると言っても
いい。ヒーリー文房具店の広告の仕事など時代遅れもはなはだしい。
ブルームは，したがって，広告を通して社会にはたらきかける以上に，広告一般に取り仕切られてい
る。そしてプルームのアイデンティティが文化・政治・経済といった諸々の言説のパッチワークである
としたら，広告も同じくその意識の形成に力ある一大勢力になっている。プルームが「おはようござい
ます。ビア石鹸をお使いでしょうか？」（5.524）という広告を想起するとき，彼は石鹸にまつわる大英
帝国のイデオロギーを，さらにはその商品文化をも反翻しているのである。
プルームは，グラフトン通り２番地のイェイツ父子商会のウィンドウのゲルツ製の双眼鏡をのぞきな
がら，「いたるところにドイツ人が進出している」（8.555）と独白する。第１次大戦前のドイツは市場
の狸得に力を入れ，至る所に進出していた。そしてドイツに脅威を感じていたイギリスが誹諦の言葉と
して「ドイツ製」を使用したが，皮肉なことに，イギリスに敵意を抱くアイルランド人も誹誘の表現に
その言葉を使用していた（『若い芸術家の肖像』)。言葉は自覚なしに人々の思考を構造化する。
経済の停滞が家庭生活に及ぼす影響は大きい。すでに家庭生活で眺めたように，プルームに対するモ
リーの愚痴のほとんどが生活の慎ましさにあった。しかし人々のこうした生活の麻癖は時の政治とも関
わっている。プルームの家庭生活（ｈｏｍｅlife）と国家の自治（ｈｏｍｅrule）の問題に向け，ダブリン
の状況を政治という観点から捉え直す必要があるだろう。
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